
で嶺還 され た際 に適確 ･範脹選 の塞救部 門 を華牽 嘗顔嵐 に層 いて東T=ことに

よる ことが 大きい. た 浸､冬日 65.如来上の地産 写泰 は各琴一部か 動 地 九 の

常置で は地形 毎′範 横臥 漉演 算淳 C?'&麿素餐 字号 けて いるか hJそ れ らの
入口の地 理汝確 固たるi地哀感藤 の上 だ廉か 組 む ＼る.. しふ し頗孝が引選 考

汝それに近 い武藤 にな った 令盲目ニあ J9て 9 , 減 算 に つぐ鼻 ノ令膚 の中 か らぼ′宙

番地渡の 寮番 の屠 蘇が 験 して′ 脂審牡の塵かgf線 鮭肴の着虫ゲ見 られず二 こ

れ がこ政孝の停滞の立野 をなす もあのよ ろで あや. 日東 の大草の.軋埋教賓の 内

森 を鼻 える虜∵合に, 他 山の,61*上の激動が食 まれてし､ると底 する,

自動車運転の効用

蜜鬼子 とい う一人の入府 女鹿展 に腰 17て′商 銀塵 の リアシー トに､1､んそlリ

か える･童顔朝案 グラス,お買物 や PTAの金谷 に足代 りに凍 りまわす虜 凍旗′

ET肝1*外 は東泉 に しま ･'てお く レジャ.一旗が ,また=オーナードライバ｣ の大

きな 凱各 を Lty)る腹水で はJビLな 大泉 息令が あるにせよすべて 白ナ ンバ ー
の選克て有 は新鹿 a:田 で見 られ , 高 い就金 を息 わ され 絶 えず､蕗轟交々の息腹

にふけらざる をえな いこ とt=む･,てい る｡ しかしそのよ うな 過渡鞠の水盤 ぼ′

覇もな く1終 I)を督 H:lるた'､ろう. 好 むと管 とにかかわ らす､高象蜜瀞酪吠はや っ
て くる し, いずれ国 民 瞥 ドラ1ノぐ- の麻勅 こなる に塵 いない｡ /0年 頗 l=ば

5oOOkm,.の高速 要 路水産威 され るという. その頃に50才 の中卑 l=して

おダ+Iす1tオーナ ーの碑何 人 リす るのぼ いかにも さえな い49で, 各年の阜 頭

か ら とにかく くる まをノ快 い1,iLrめてみ た.

頗 ってみて窓 外の到慶廟 的新府 にお どら卓 こんな ことな らg卑 前ド/W死Jの

細密賓 塚 を〔て くe)ヨを買 うべ O -ごったと極 んで し､為｡どの萄叡尊 *-カ -

の垂底でL+Jく, 唐適の盈碑 の凍土 でノ公番負な最のFT賂 とりで,エ ン主､L,



つきの塵二異と勧 く乗 物が磯1＼でな か っセら言落でもオー ナ- にな れるせず､で

あ り, 親 政 と油断 さえ しな ければ､J これ ほど凄 各 女安 逸手拷 底ほ か に ないこ

とを徴 鋳 L/たい. (いま革常上の便 利 さと励 用についてば ふれる:卜でお くp)

たたrLそれには各姓が 香 る｡ それ は一前述の恵 叶の副産 物 的新 田に籍か､･1くも

ので, これ をのべ るのが 太線 の主務 であ a.

由勧鼻 を選来 す 凄いこぼ東の よ うな静索 に腐 守る鹿ノ鮭が一要求 され る｡ A:鮭

解的な蘭で′ 川 鉢溺壮 叩-刺.留 的地 までの コースの選 良や超 盛上の鹿 蕗の
弟盤_〟(2)廃線応費 -一例,針 雷の下 に克 って きた盤闇 に対 し.東児 の慮 夜 に
麻じ7こ判 断を くた､､し, か っ直 ちにノ＼ンド ノレな りノ ブ し-キ′ 廉 にばア クセ'レI

ペダ､ル に行勅 と して うつす. (引 札慌蘭 さ一一･-お よそ壊滅額 と頒 右基束 的 ir患

顔と して ｡ 8:鹿卦鍵の面 で′llI)漁 連 落飾.いい とか く速成 は盈帝二晩婿 と樹病

に食 酢にも､き磨 てあ れ る. L2)旦猿 の凋ノ坤 --一･他人 (妃 の (る 鼓 )の鼻息 女鹿

寂 した ら朝 率 の静 瀞経密れな い･(3)人練尊重 人命感度 --磯 愈漁で'1(, た
よす 舞をもって窮 鼠 している と二77に娘 藤 の者薮 が ある. 其盛観 粛 と しての

瀬鷹の蘭 で′ll)過敏 の コ -潔 ヒ政敵 ,L73風車 可 能C)凝 滞 -- 由鬼 と教養兜 で A

･3)塵路の麗魔 慶 一- これ らぼ召風 の虜 状では 不慮賂 な鷹 合が た しか に多し､.

以 上の敵兵 について 私 の壕各, L とか ら適格 ぐ一あ った 土の (いild:敏 に各

う鹿 )も あ り, 養親 を褒 ぬ なが ら癌丁上すべ き面 もある｡ とくにAとβのすべ

ては人格 の長凍 ヒして, くるまの澄 巌康拝に外 見的に あ らわれる もので あ J?

て. 池 の くるまを見 て いると 筑 きない米韓が 帝幸,蜜患 Q?嶺 大C)妙味で ある,

また′ ドライベ､-の及息 の舟 渡 凍億 .個性的 な栂 鹿 (演鍵舷 の ある人か 東亜

的な式か ), 蒼顔 が､卑 い か,求-iん憩 い か,他人 を わ､しのけ る 人か寒 々 br.
覇 鼻の健 の 右 ヅ号- つにも うかがわ れる. かえ りみてわが虜 を濠 腐 する チャ

ンズでもある.･腐骨打 田 まちかの東文展 は′せ っか ち女鹿 虞 をため直 す澄静

のヰヤ ンス1=1､と息 えは'lよいク
ドライjr- には, 毎か 音遮蔽 を して いる ん[ごぞ という夢希竜一＼の 吸蔵 愚 ヒ.

暦象 に お さま1で いる療 殊 な1ご恩 が東 亀鑑 と してL一巧 んてt､いるlL.の で,厳 密
/

敵 のうち巧こそれが老幼 に凝 われや せ い｡ 例 え If､′好 か あるとすぐロぎたな く

めの L,る凄 , ある し､ば束 熟 そうに晃 え 各 かとの選盤 をか らか う二番 -- これ ら

底 日頃坤 監 された生薄 に層 e､て い るか,池 に磯 風 を藤 す冶 もの を磨･つて いな

い 人サ気の盛 で ヒ賂 J'て克 すご してヤシいざ､よい.マ ニヤ的 fi麻 承 オーナーに

産 ′ スピ- ドヤ 追親 しのテ ス トをや ってい る と鬼 うけちれ るLの都 あ るが;

-拍車 に な らな ければ-よ い｡

しか し終鈎 的 に去 ウて この教 ヶ月痢商 を承 って 晶た轟縁 ど､は, 盛健凍 避
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pfしく軍くドラ イ,J､- は療 めて劇 外的な'教 1くす ぎないE,鹿 ,'1=尊毅は印象的

で'は あるが′ あ くまで■L不幸墨'例外であるQ 頗 理 と油 断空耳 しな ,1れぼL,く
るまは.陵めて-妥全権 衆か つ灰 塵な互ので〉 要に魔寛 上の 如何が加 わわ光 ぼ､轟

く申 し分の ない磨_輿 と云 えよう｡

月 面 の 地l形
真 正 凄

ア メ リカ の レイ二/i:十一 ･ロケッ トのiTち上 げや ソ ゲ ィェ トの 珂の東 商巌

彩 の成功 鼓ビで FTも身近 な鼻 故 にJi',9こ きr=もの だ とぼ､んや り尭 えて いた翠

虜 の革 の ところに,廟 ■に虹風 ハ てtL､ぱか っ1=ことが 奥表勘て .う､ソかか J'て 幸

T=｡ 鹿卑8月 /E],其同 風膚息 斜巻部 から ｢レイ ンジャー 7-号が 月面の温泉

富豪 腰 影 に呪力 しまL,[=示､, その阜喪が 合口のキ 後 /周 にNASA(LL.S,.A.

風塵争宙萄 )か ら轟束 にな L)ます｡ ご渡 にな りませ んれ ｣という密転があJ'

7=｡ 包外 の-卑rll:i,た い して繭糸 )i'し､し, ワシントンで轟表 される ものをど
ヽヽ

うや って観る のか も判 らす.轟 秦で訳 のわか らぬ海 でと患 ったれ 魔 め七み

られ る蜜 の 月面 の細部 の地確 には 何 とも奮 い細 れめ 光線 乞紛 われて′ つい 研

濠 の返事 を して しま J)た. その 日は.貫休 み中の ことさら暑 い上肝 日のヰ 磯

であJ7たが､′ 日此 益 公取 の中 にある称理産 の 2掛 こカ ンズメに されて. その

凝議 客各 .Dた.

NASAでヰ顔 1番 に轟衷 され た尊_寅■]ま.そのま ま膚波 にの って′日 永 の,

いや, 世風 車の主 賓 重蔵.社や新 開社 に密 送 されJ 7碑 /0本贋には兇像魔耕

された尊凛 をこの虜餅で耳 にすることがで き るという. もっとも月商 の蔵彰

覇一輪 から衡糞.までの痛風が テ レビに質優 される麻武 なのt11'養えれば凍 癖 はで

奉る力この しか もその蚤虞 と解 詑記薄が､その 日の廓 函夕刊 風 を巌 わす晋 で としゝ

○
･つ

が
ノ

私兵 のふだんの虹濁藤 賢か らば信 じられ な しゝ耗 告ス ピ-ダ イな轟 tご､った

とに も箆=こも.東泉 級の孔る ダ､ィナ ミ＼ソクを轟 音 の世界 に廟 ぐる寂 か卓

ず りこよれて しま った榛Zf鮮 いたっ[=.

塵為 ′升 /兼 の鼻糞 を草にで き7この度′キ 虜2薦 少 し餌, 盈 リの嫁 .フてハ

る印腐乱の写像 は′贋 筋鞘強面 もな くの 20ぎok仇 .一 770/(i竹 上 盤のも

ので′ 禾体 質塵鹿で も感覚 で きる霞顔 である. 月面圏で 畠贋 同定 を行 .ってみ

たら, )i,どこエ ソキ-JJやゲ､- リツケ止が 恵 め吊 も為. それか ら薮 蚊渡られ

て く為鳩 に 麗 ′つて, 珂ロケットが ｢馨 の嵐 ｣ の辛鬼一群 へ.格･覇 しなか､ゎ廃人 L

J
づ･


